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本稿では, 特に断らない限り空間は全て Tychonoff とする. また記号ら (X) をもって

空間 $X$ 上の実数値連続関数全体に各点収束位相を導入した空間をあらわすことにす

る. 研究の発端となったのは次の定理であった.

定理 1([3]). 次は同値である.

(1) $C_{p}(X)$ が Fr\’echet である,

(2) $C_{p}(X)$ が sequential である,

(3) ら (X) が $\mathrm{k}$-space である.

同時に, 上の条件と同値となる空間 $X$ についての条件も [3] によって得られている

が, 特に compact 空間に対しては次の定理がある.

定理 2([2]). compact 空間 $X$ に対し, 次は同値である.

(1) $c_{P}(x)$ が Fr\’echet である,

(2) $X$ が scattered である.

ここで標題にある $\mathrm{k}_{\mathbb{R}}$-property の定義をしよう.

定義 3. 空間 $X$ が $\mathrm{k}_{\mathbb{R}}$ であるとは, $X$ 上の任意の $\mathrm{k}$-continuous な実数値関数が連続

となるときにいう. 但し, $X$ 上の写像 $f$ が $\mathrm{k}$-continuous であるとは, $X$ の任意の

compact subset $K$ に対し, $f$ の $K$ への制限 $f|_{K}$ が $K$ 上連続となることである.
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明らかに, $\mathrm{k}$-space は上の性質を充たす. しかしながら, $\mathrm{R}^{\{v_{1}}$ は $\mathrm{k}_{\mathbb{R}}$ であるが k-space

ではないことが知られており, $\mathbb{R}^{\omega_{1}}$ は濃度 $\omega_{1}$ の離散空間上の関数空間と考え得るの

で関数空間の範囲内でも 2つの概念の間に gap が存在することになる. 関数空間に対

する結果としては, 次の結果が知られている.

定理 4 (Morishita ([1] 参照)). $\mathrm{L}\mathrm{i}\mathrm{n}\mathrm{d}\mathrm{e}1_{\ddot{\mathrm{O}}}\mathrm{f}$ かっ \v{C}ech-complete である空間 $X$ に対し,

次は同値である.

(1) $c_{P}(x)$ が Fr\’echet である,

(2) $C_{P}(x)$ が $\mathrm{k}_{\mathbb{R}}$ である,

(3) $X$ が scattered である.

Lindel\"of かつ \v{C}ech-complete である空間族, また analytic spaces のいずれをも含む

空間族として以下のものがある.

定義 5. 無理数の為す空間から $X$ の compact subset 全体の為す集合に upPer semi-

continuous な写像が存在するとき, 空間 $X$ が K-analytic であると云う.

我々は次を示した.

定理 6. $\mathrm{K}$-analytic space $X$ に対し, 次は同値である.

(1) $C_{p}(X)$ が h\’echet である,

(2) $C_{p}(X)$ が $\mathrm{k}_{\mathbb{R}}$ である,

(3) $C_{P}(X)$ が k-group である,

(4) $X$ は compact 自己稠密部分集合を含まない.

ここで位相群 $G$ が k-group であるとは任意の位相群 $H$ と, $G$ から $H$ への任意の

$\mathrm{k}$-continuous homomorphism が連続となるときに云う. $\mathrm{k}_{\mathrm{l}\mathrm{R}}$ である位相群は $\mathrm{k}$-group で

ある. 上記定理により, 次の 2つの系を得る.
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系 7. $X$ を完備距離化可能とする. $C_{p}(X)$ が $\mathrm{k}_{\mathbb{R}}$ ならば, $X$ の任意の可算部分集合 $A$

に対し, $\mathrm{c}1_{X}A$ が可算となる.

問題 8. $X$ を完備距離化可能とする. $X$ の任意の可算部分集合 $A$ に対し, $\mathrm{c}1_{X}A$ が可

算となるとき, $C_{P}(X)$ は $\mathrm{k}_{\mathbb{R}}$ となるか ?

系 9. $X$ を可分な距離化可能空間とする. $c_{P}(x)$ が $\mathrm{k}_{\mathbb{R}}$ ならば, $X$ の任意の compact

subset $K$ に対し, $K$ は可算となる.

問題 10. $X$ を可分な距離化可能空間とする. $X$ の任意の compact subset $K$ に対し,

$K$ が可算となるとき, $C_{p}(X)$ は $\mathrm{k}_{\mathbb{R}}$ となるか ?
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